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開園当時は
試行錯誤の連続でした 獣医師  河合 昌幸

●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

特集 1 特 集 1

ナオ（コツメカワウソ）
　パイプの中を勢いよく泳ぐ姿が

「流しカワウソ」と人気を呼びました。

ハルマキ（レッサーパンダ）
　昨年の7月に生まれました。人工哺

ほ

育
いく

で育てら
れ、飼育員にとてもなついています。

▲ミーアキャット

市川梨丸
動植物園のキャラクター

　開園準備中は何が必要か、どうすればお客さんに満
足していただけるか、職員みんなで方向性を模索してい
ました。また、全国の動物園に行って、飼育員と知り合い
になり、動物の情報を集めました。
　この動植物園は、リピーターの方が多く訪れます。パク
パクタイムやZＯＯワンポイントガイドなどを通して、お客さ
んと動物との心の距離が近いのが特徴だと思います。
一度来園すると、きっとまた来ていただけると思います。

　開園当時は、今のように飼育や
治療法にマニュアルや情報がなく、
同じ種類の動物でも薬の効き方が
違うことがあるので試行錯誤しなが
ら、一頭一頭の個性を知ることが
大切だとわかってきました。初めて
の病気だと情報があまりなく戸惑い
ますが、逆に気持ちが奮い立ちまし
た。

　２年前からこの動植物園で働いてい
ます。ここでは、ケガをした動物に対して
も、来園者のまなざしが優しいと感じてい
ます。みなさんに生活の一環として気軽
に来園していただいています。今年度か
ら動物病院を任されるようになり、プレッ
シャーを感じていますが、市民の方にます
ます親しまれる動物園になるよう、頑張っ
ていきたいと思います。

来園者インタビュー
動物園の楽しみ方は無限
中山珠美さん（写真左）、鈴木千洋さん（写真右）
　市川市動植物園のレッサーパンダが紹介されて
いた本をきっかけに来園し、レッサーパンダのハオ、リ
ンタ、ライチが生まれた2005年末頃からは毎週のよ
うに通いはじめ、市川のレッサーパンダにのめり込
み、オリジナルグッズまで作りました。通えば通うほど、
動物たちの個性や違いもわかるようになり、面白さが
倍増しました。またマンドリルのジョディなど、動物た
ちが顔を覚えて近寄ってくれるようになりました。お気
に入りの動物ができたら、すごく楽しいですよ。

印象に残っている動物

　1986年に楽山市から市川に贈られたオ
スの真真は、一緒に来たメスの誠

セ イ

誠
セ イ

との間
に多くの子どもをつくりました。しかし、１９９４
年にケガの手術後の薬の副作用がもとで、

死んでしまいました。手術は成功し安
心していたので、かなりショックでし
た。他の動物園にその薬の情報を伝
えるなどして、レッサーパンダの今後
の飼育に役立てました。

　1987年、コウちゃんがケージにぶつかり、
くちばしの片方が折れてしまいました。このま
まだと自分で餌を食べられないので、もう一
方のくちばしの長さを折れた方に合わせるこ
とにしました。その後、自分で餌を食べられる
ようになり、園内でカップルを作り、子
どもが産まれるまでになりました。

●記念式典
　消防音楽隊、第五中学校吹奏楽
部の演奏などがあります。どなたでも
参加できます。

８月２０日（日）午前10時30分～11
時10分

動物園入場口

●動物絵手紙展
　来園者が描いた動物へのメッセー
ジや動植物園の思い出の絵手紙を
展示します（絵手紙募集は8月31日

（木）まで）。
展示期間 10月１日（日）まで
　　　　
●パネル展「ありがとう 開園30周年」
　30年間のいろいろな出来事をパネ
ルで振り返ります。
展示期間 10月１日（日）まで

●30周年記念写真パネル
　レッサーパンダの
パネルと一緒に写
真が撮れます。

●30周年記念スタンプラリー
　7つのゾーンを回って、今年度限定のスタンプを
集めましょう。先着500人にはプレゼントがあります。

８月２０日（日）

●ZOOワンポイントガイド「ケヅメリクガメ」
８月２０日（日）午後２時30分

　この他にも、11月に江戸家小猫氏（動物ものまね）、3月にあべ
弘士氏（絵本作家）の講演会を予定しています。詳細は今後本紙
でお知らせします。　　　　　　　　 ☎３３８-１９６０動植物園

　40～50年に1度しか咲かないと言われてい
る、珍しい花が咲き、８月下旬まで楽しめます。
　メキシコ原産で、葉の部分にある長くて硬いト
ゲが、竜の舌のように見えることから名付けられま
した。

観賞植物園（大町公園内）

　動植物園は、友好都市の中国楽山市からレッサーパンダ2頭が贈られたことがきっかけとなり、1987年8月21日
に開園し、今年で開園30周年を迎えました。毎年、市内、市外から約25万人が訪れています。今回は、30年間を振
り返るとともに、現在の動植物園での人気の動物たちを紹介します。　　　　　　   ☎３３８-１９６０動植物園

開園３０周年を迎えた動植物園

真
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（レッサーパンダ）

コウちゃん（シュバシコウ）

開園準備に携わった職員と若手の職員に、開園時の様子と動植物園のこれからについて話を聞きました。

８月２０日（日）は開園30周年記念イベントを開催
小・中学生は無料。ミニＳＬの運行や、市川梨丸も登場します

アオノリュウゼツランの
花が30周年をお祝い

◀︎レッサーパンダの健康状態を毎日観察し、
　細かくノートに書き留めました。

▲真真（右）と
　誠誠

▲ハルマキ（レッサーパンダ）の前で

▲コウちゃん（左）

スマトラ
オランウータン

　姉妹都市のインドネシアのメダ
ン市よりイーバンとスーミーが贈ら
れ、その子どものウータンとリリー
も生まれました。夏場のミスト
（霧）が涼しそうですね。

フライングケージ
　1,000平方メートルを超える
巨大な鳥かごの中に、フラミン
ゴやトキ類などの約50羽の鳥
たちが暮らしています。

パクパクタイム
　毎週日曜日や祝日には、

「パクパクタイム」を設けて、動物た
ちの食事風景を見ることができます。
また、月に１度、日曜日にはZOOワン
ポイントガイドを行っています。飼育
員はみなさんに動物について話す
ことが大好きです。ぜひ話しか

けてみてください。

なかよし広場
　モルモット、ミニブタ、ヤ
ギなどとふれあえます。命
の大切さを感じ、学べる

場所です。

施設案内
場　　所 大町284番１
開園時間 午前9時30分～午後4時30分（入園は午後4時まで）
休 園 日 月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始
入 園 料 大人430円、小・中学生100円、小学生未満無料
 年間パスポート大人1,240円、小・中学生310円

☎３３８-１９６０動植物園

飼育動物数（平成29年６月30日現在）

哺乳類 ２８種 ３３８点

鳥類 ２４種 ８２点

爬
は

虫
ちゅう

類 　５種 ２２点

計 ５７種 ４４２点

▲2012年の開花時

個性豊かな動物たちがいっぱい。
ぼくたち、わたしたちに会いに来てね。

お客さんと動物との心の距離が
近い動物園になりました 学芸員  松浦 秀治

市民の方にいつまでも
親しまれる動植物園を目指して 獣医師  朝田 美穂

30年を振り返って
現在の動物園の人気者たち


